
コミュニティーエフエムラジオ放送

従業員４人、常勤役員２人、パート３人、
その他制作スタッフ毎日15人程度

　　　　東日本大震災や大雪などで、帰宅困難者が多発した時に、
　　　各所で情報不足が発生し混乱を招いたことをきっかけに状況
　　　情報を素早く発信できる体制を構築。
　　　　右の写真は災害時に各地の情報を収集した状況の様子。
　　　この収集した情報を多くの方に発信し、帰宅困難者の帰宅サ
　　　ポートに努めており、従業員にも情報提供をしている。

　　場合、各方面に情報が必要となる事、家族に安
　　心をお届けしたいという思いから、各事業所、
　　学校等の状況や対応の情報取得ルート開拓や確
　　保した。

　　を最小限に抑え情報発信が途絶えないように努
　　め、情報発信に従事。

地元状況を地域外にも届ける

　　情報取得媒体としてのスマホの普及や発展を
　背景に音声の他、文字情報も届けられるオリジ
　ナルアプリを導入。
　　右の写真は、災害時情報提供協力者の所在地
　が把握できる仕組みになっており、その所在地
　のリアルタイムな情報を発信できる。従業員の
　多くが利用している。

　　　小学生等学校で保護者の引き取りができない　

　　　左の写真は、災害時の放送の様子。使用電力

飲料、トイレ、退避難所開設等帰宅サポート情報提供

学校、地域事業所等の帰宅状況情報発信

帰宅困難者対策モデル企業

従 業 員 数

株式会社エフエムさがみ
主な事業


